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システム天井の天井ふところが 1500ｍｍを超える場合の下地補強について  
 

 

 

 

天井ふところが 1500ｍｍを越える場合の下地補強については，「天井ふところが 1.5ｍ以上の場合は，・・・・・・・

特別に，耐震性を考慮する必要がある天井の場合には，建物との共振の検討や周辺の構造体や壁とのクリアランスの

確保等の検討をしたうえで，適切に補強材を設置するなどの対策を考える必要がある。」公共建築工事標準仕様書（建

築工事編）公共建築協会 平成１９年版 １４章 金属工事 ４節 軽量鉄骨天井下地（ｇ）（別紙１参照），また，

「天井懐が大きい場合は、図 5.4.14 に示すように中間に横つなぎを配置して２段のブレース配置とする。」既存鉄骨

造体育館等の耐震改修の手引きと実例 財団法人 日本建築防災協会 ２００４年８月（別紙２参照），また, 「天井

懐が 1500ｍｍを超える場合は，水平振れ止め（X,Y 方向 1800ｍｍピッチ程度）およびブレース補強を行う。」非構造

部材の耐震設計施工指針・同解説および耐震設計施工要領 日本建築学会 ２００３年１月 ９章天井 ９.５耐震性

を確保するための設計･施工上のポイント（別紙３参照）とあります。 

 ロックウール工業会では，この度，システム天井新耐震基準 ロックウール工業会 平成２０年１０月を発行し、

そのなかで天井ふところが 1500ｍｍ以下の場合のブレースの設置および，下地補強の方法を具体的に示しております。

天井ふところが 1500ｍｍを超える場合の２段のブレース配置の下段のブレース補強は、前記システム天井新耐震基準

により、上段の下地補強につきましては，上記公共建築工事標準仕様書やガイドラインに基づいて，設置する建物の

構造や用途等を考慮し，クリアランス確保の要否の検討や横つなぎ材，上段の吊りボルト補強材やブレース材の選定

をしてください。また，天井ふところが更に大きい場合（２～３ｍ程度以上）は，構造計算を行い鉄骨組付けのぶど

う棚を設置してください。 
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別紙１ 

 

 

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）公共建築協会 平成１９年版  

１４章 金属工事 ４節 軽量鉄骨天井下地（ｇ）より抜粋 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

                    図 14.4.8 屋内の天井の補強 
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別紙２ 

 

既存鉄骨造体育館等の耐震改修の手引きと実例 財団法人 日本建築防災協会 ２００４年８月 より抜粋  
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別紙３ 

 

 

非構造部材の耐震設計施工指針・同解説および耐震設計施工要領 日本建築学会 ２００３年１月  

９章天井 ９.５耐震性を確保するための設計･施工上のポイントより抜粋。 

     

ⅲ） 天井懐が 1500ｍｍを超える場合は，水平振れ止め（X,Y 方向 1800ｍｍピッチ程度）およびブレース補強

を行う（図 9.20）． 
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